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はじめに
本研究は，研究者の長年の保育業務の経験から，
保育という仕事は感情労働であると位置づけ，社会
的にネガティブ感情に捉えられやすい感情労働とい
う概念をあえて意識して保育業務に当たることを保
育者，とりわけ認定こども園で働く保育教諭に向け
て示唆し，保育業務の中での自身の感情コントロー
ルの方法を自らで模索し，社会的に求められる感情
規則を習慣とし，その必要性を理解する。さらに，
感情労働を保育の専門性の一つとして身に付ける必
要性をも示唆したい。なぜなら，これによって，対
人援助職である保育者が，日々，必ずコミュニケー
ションをとる必要があるとされる対子どもたち・対
保護者・対職員・対地域関係機関との関わり等保育
業務の中で求められる人間関係間での自身の感情コ
ントロールの必要性と保育者独特のストレス要因の
緩和につながればと考えたからである。さらには，
感情労働の概念を保育者が意識して業務に当たるこ
とによって，保育者自身の情緒の安定及び保育内容
充実につながるのではないか。また，自身の感情を
うまくコントロールすること（感情操作）は，保育
者の専門性の一つとしてむしろ身に付けておくべき
方法であることを，現役保育士のインタビューやア
ンケート結果を基に新たな視座として示唆すること
を目的とする。
Ⅰ 感情労働と保育
1 概念と研究目的
1）感情労働とは
「感情労働」という言葉は，アメリカの社会学者
ホックシールドが1983年に著書『管理される心―感
情が商品になるとき―』（The Managed Heart）の中
で社会に投げかけた言葉である。ホックシールド
は，航空機会社の客室乗務員を例に挙げ「彼女たち
が重い食事カートを押して通路を通るのは肉体労
働，緊急着陸や脱出の準備をしたり，実際にそれを
実施する時には頭脳労働を行う。しかし，こうした
肉体労働や頭脳労働を行っているなかで，客室乗務
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員は何かもっと別なこと，感情労働をも行っている
のではないか」1）というのである。
さらには「感情労働（emotiona labor）」とは，ホ
ックシールドによれば相手のなかに適切な精神状態
をおこすために，自らの感情を管理（誘発したり抑
圧したり）する労働であり，これは，私たちの社会
では，その状況に応じて期待される反応や態度とい
うものが存在する。これを「感情規則」とよび，そ
のルールや決め事に反すると非難されることにな
る。そのために，人はたとえそう感じていなくても，
社会が期待するように振る舞う「表層演技」，ある
いは，そうしなければならないと思っているうち
に，実際にそう行ってしまう「深層演技」が必要に
なってくる。さらに，これらは職業活動（賃金を得
ることを目的とする）の中で行われることになる。2）
これを「感情労働」と明言した。
武井麻子（2008）は「医療・看護・福祉部門の仕
事は，職務上，専門知識が必要とされる頭脳労働で
あり，あるときは体力も求められる肉体労働であ
る。同時に，こうした「人助け」の仕事は，当然な
がらひと相手の仕事である。しかも，その「人」は，
身体的・精神的・社会的・経済的な問題を抱えて，
不安や苦痛を体験している。死の恐怖に怯えていた
り，明日の生活に不安を抱えていたりクライエント
を相手にする仕事は，デパートで商品を売るよう
に，ただにこやかに応対していればいいというわけ
にいかないのである。まず第1に，相手の気持ちを
汲みながら「誠実に」応じることが求められる。し
かし，それだけでは不十分なのであって，専門的な
判断に基づいて適切な対応をしなければならない。
共感が求められる一方で，情に流されては仕事にな
らないのである。そのために自分やクライエントの
感情のコントロールが必要になる。このように，職
務遂行上，相手の感情や自分の感情をつかみ，しか
も適切に管理する必要がある労働を，感情社会学で
は「感情労働」と呼ぶ。」3）と述べ，医療・看護・福
祉での感情労働の必要性を明確にしている。
2）保育の中での感情労働
それでは，保育という労働，仕事はどうであろう
か。研究者の長年の保育経験から具体的に保育のな
かでの「労働」を分析してみる。まず，はじめに，
保育の中での「頭脳労働」とは，①朝夕のほんのわ
ずかな時間に保護者に失礼のないように会話を交わ
し送迎時の保護者対応にあたる。②子どもたちのあ
そびを見守り，そのあそびをさらに子どもたち自ら
が発展させ満足するように保育する。③日々の保育
を円滑に進めるための職員間でのコミュニケーッシ
ョンの円滑化。④子どもたちの将来を見据えた地域
社会・地域関係機関との連携等が挙げられる。
次に保育の中での「肉体労働」とは，①子どもた
ちと元気にあそぶ。②子どもたちと生活しながらそ
の子一人一人の育ちを理解しお世話（養護）をする。
③子どもたちが生活しやすいように常によりよい環
境作りに努力する。（掃除・洗濯等）④一日の大半
を保育所で子どもたちと過ごすので自身の健康（肉
体的，精神的）管理を常に心がける⑤延長保育，長
時間保育及び翌日の保育計画遂行のための教材準備
等での時間延長にともなう過重労働が挙げられる。
しかし，今述べた保育という労働，仕事内容につ
いて，どちらにも要求されるもう一つの労働とし
て，自らの感情のコントロールの必要性つまり感情
労働の存在が必要不可欠であるといえる。「保育」
という労働は「頭脳労働」「肉体労働」「感情労働」
この3つの労働（図1－1）4）が，このようにうま
くかみ合わないと保育者の情緒の安定が保たれず，
結果，保育実践の内容，つまり保育の質の向上にも
つながらないと考えられる。
図1－1は，中坪史典（2011）が著書『保育にお
ける感情労働 保育者の専門性を考える視点とし
て』の中で示した図である。長年，保育現場を経験
してきた研究者にとって，この3つの労働がうまく
かみ合うことにより保育者自身の情緒の安定につな
がり，それによって職場での自身の居場所や自己効
図1－1
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力感が高まり，保育の質も向上すると考えられる。
2 保育士の感情規則
1）感情規則とは
ホックシールドは「感情労働」を記述するさいに
極端ではあるが，しかしわかりやすい例として，航
空機会社の客室乗務員と借金の取り立て屋の集金人
を例に挙げている。
客室乗務員は，単に安全で確実なフライトを提供
するだけでなく，乗客に「思いやりと信頼と好意の
感情を抱く」ことが求められる。なぜなら，そうす
ることによって乗客に安心と心地よさを提供し顧客
獲得・拡大につなげるという営業戦略なのである。
一方，集金人は，取り立ての時「不快な顔と命令を
下すような鋭い声」が求められ，結果，相手に恐怖
心を抱かせることで職務が遂行されるのである。こ
の2つ「心地よさ」と「恐怖」は，両極端ではある
が，それぞれの職業にとっては重要な労働の感情表
現である。
このように，私たちの社会では，その状況に応じ
て期待される反応や態度というものが存在する。こ
れを「感情規則」という。また，そのルールにそぐ
わない言動をした場合には非難される。5）と述べて
いる。
2）保育者に求められる感情規則とは
それでは，保育士に求められる「感情規則」とは，
どのようなものなのか，研究者が保育実践の中で何
度か経験した保育の場面での事例を紹介する。
【事例①】朝，子どもを保育所に連れてきた父親
「先生，いつも，ありがとう。先生は，うちの
子の母親代わりやし，ほんま感謝しとんよ。保育
士さんは，大変やけど，いつも明るくて，子ども
たちと元気に走りまわって，ほんで，いつも笑顔
でな。いつも笑顔で子どもとおってくれんといか
んのじゃ。」
事例①の父親のように，元気で明るく，常に笑顔
で子どもたちに関わること，これが社会が保育士に
求める理想の保育者像。つまりは，保育士の「感情
規則」ではないのか。
このことは，実習に参加した保育学生（平成25年
度）76名の自己評価の自由記述として≪実習中を振
り返って，自慢できること≫という項目に対して「笑
顔で，頑張った。」「常に，笑顔を心がけた。」「笑顔
で，子どもと関わることを心がけた。」「子どもたち
に元気に関わった。」等，実習生であっても，とに
かく社会が望む保育士像を意識して実習に参加した
結果となっていることからも理解できるのではない
か。
3 感情労働と保育に関する先行研究
1 保育と感情労働について
1）感情労働という言葉の理解
研究者が研究テーマとして感情労働に着目するき
っかけとなった著書として，諏訪きぬ監修『保育に
おける感情労働 ―保育者の専門性を考える視点
として―』という著書との出会いである。その後，
保育学会において「感情労働研究会」と出会い現在
に至っている。
研究会発行の著書「保育における感情労働―保
育者の専門性を考える視点として―」の冒頭に諏
訪きぬ（2011）は「感情労働という用語は，保育の
世界では未だ縁遠い言葉のままである。わが国で
は，保育現場においても，研究会においても，「感
情労働」を真正面から論ずることは極めて稀なので
はないか，むしろ忌避する傾向にある。」6）と述べて
いる。
研究者自身も感情労働という言葉と出会ったとき
同じような思いで，諏訪の著書を読み進めたことを
覚えている。それは，「保育」を「労働」と言い換
える事への抵抗感であった。
2）保育士の労働観
それでは「保育」を「労働」と言いかえることの
抵抗感とはどのようなものなのか。保育は「福祉の
精神で」子どもに仕えることが当然という職業意識
が定着しているからではないのか。とりわけ，キャ
リアを重ねた保育士は，「保育を労働なんて考えた
ことがない。」「保育は，福祉の精神で，保育を労働
なんて言ってほしくない。」この考え方が当たり前
保育教諭に求められる感情労働の必要性と多様性について――保育士インタビュー及びアンケート調査を基に――
― ３１ ―
の職業観なのである。
また，保育は，保育所保育指針 第1章 総則
2保育の役割 （2）「保育所は，その目的を達成
するため，保育に関する専門性を有する職員が，家
庭との緊密な連携の下に，子どもの状況や発達過程
を踏まえ，保育所における環境を通して，養護と教
育を一体的に行うことを特性としている。」7）と明記
されているように，保育の内容については，就学前
教育を受ける権利のある子どもたちなら誰でも，保
護者の依頼を受け子どもたちと共に生活し子どもた
ちの養護と教育を一体的に行うことが当然なのであ
る。
さらには，最近は11時間保育（朝7：30～夕6：
30）を希望する家庭がほとんどである。この時間延
長についても保育者に対する社会の感情規則はなん
ら変わることなく当然の内容であり，一日中，対子
どもたち・対保護者・対職員と関わりながら感情規
則を意識し，保育を実践することが求められるので
ある。つまり，そこでは，頭脳労働・肉体労働さら
に，おそらく身体的にもっとも疲労感が伴う感情労
働が必要になってくると考えられる。
3）保育という仕事
保育という仕事は，先ほどから述べているよう
に，対人援助職である。ただ，もう一つ保育特有の
特徴がある。それは，対人の間に，必ず子どもが存
在することを忘れてはならない。①対子どもの周囲
には，必ず他の子どもたちがいる。②対保護者の間
にはその家族の子どもが存在する。③対職員の間で
あってもクラスの子どもたちが存在する。④対地域
関係機関との連携・地域社会についても子どもたち
又は一人の子どもを通しての関係となる。保育者は
子どもの存在を忘れて，自らの感情のままに人相手
をしてしまうと，後々さらなる困難を招くことは目
に見えている，このことからも保育士にとっての感
情労働の必要性と多様性は理解できると考えられ
る。
岩崎美智子は「他者を支えることの困難～子育
て支援業務における問題と感情労働～」の中で「保
育者が感情コントロールし，支援者に期待される感
情規則にしたがって対象者と関わるという，いわば
他者支援の根幹をなす保育者の感情労働への着目
は，重要な研究課題であり，保育者の力量形成や保
育者養成教育を考察する際に不可欠な素材を提供す
る内容でもあるといえるし，保育者に対するサポー
トの考察に有益な手がかりを与えるものと思われ
る。」と述べ，保育と感情労働の関係について「保
育者の感情労働は，保護者（大半は園児の母親父親
であるため以下「親」と記す）との相互関係におい
て生じることが多いこと。また，保育者の「感情規
則」については，「たとえば，子どもや親に対して，
いつも笑顔でやさしく接する，どのような親であっ
ても反論せず気持ちを受け止める，気持ちに寄り添
う，否定的なことを言わない，指示や指導をせず説
明する。」等を挙げている。
さらに，「保育者たちが感じている困難や危機を
①保育者自身の過失や自身の専門性（能力）不足が
原因と思われる事柄。
②保護者からの過大な要求無理難題に応えなければ
ならないこと。
③子どもや保護者との人間的な関係構築やコミュニ
ケーションの不適合。
④同僚等同業の保育者（よくわかりあえるはずの
人）に理解されないこと。
⑤対保護者関係や組織内で和を重んじる保育者文
化。
⑥業務内容の範囲が不明確で際限がない仕事。
⑦絶え間ない専門性の要求。
⑧保護者に対する「受容」や感情コントロールの難
しさ。
⑨守秘義務厳守など高い職業倫理による仕事の抱え
込みなどのストレス。
⑩職務の評価や達成感のわかりにくさ，援助業務等
による過重負担。
これらは，他職種にも共通する問題や，社会状況
の変化に原因が求められるものもあるが，対人援助
職，あるいは保育者であるがゆえに直面する問題が
あがっている。「感情労働」という言葉の浸透度に
おいても，感情管理や感情統制の難しさに保育者た
ちが自覚的であることが理解される。」8）と保育者
（幼稚園教諭も含む）の困難についての聞き取り調
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年 齢 人 数
20歳代保育士 46名
30歳代保育士 44名
40歳代保育士 58名
50歳代以上保育士 82名
合 計 230名
徳島県内 保育士
総合計 230名
査の結果を提示し，保育者が気づいていないが感情
労働を行っていることを明らかにしている。
この岩崎の研究結果は，まさに保育という業務の
中での保育者の感情労働の必要性がわかりやすく整
理されており，改めて保育者に求められる多様な感
情労働とその必要性が示されている。
Ⅱ 調査目的と調査の分析
1 調査目的と方法
1）調査目的
・インタビューを因子分析し，考察する。
・アンケート調査を因子分析し，考察する
2）方法
インタビュー対象者
①Ｆ県の保育経験年数52年（保育士歴12年・園長
歴40年）Ａ氏
②Ｍ県の保育経験年数30年（保育士歴24年・園長
歴6年）Ｂ氏
③Ｋ県の保育経験年数32年（保育士歴32年・うち
主任歴8年）Ｃ氏
アンケート対象者
（アンケート回収数は236名であったが，職種
を保育士と限定したため230名となった。）
2 インタビュー調査
1）インタビュー方法
インタビュー調査方法は「ライフストーリー」の
技法を用いた。あらかじめ質問項目を用意し，それ
らをおおまかな目安として，協力者に自由に語って
もらう半構造化インタビューを実施した。このイン
タビューは，対象者の語りを聞きながら，語り手と
聞き手との相互作用によって，インタビューが進行
し，聞き手の問題意識や質問の技法によって内容が
大きく変化することがあるが，ここでは，インタビ
ューは相互行為であることを了解してしたうえで，
語り手に自由に話してもらった。
インタビュー① ②
平成24年11月15日～17日Ｏ県で開催された第66回
「全国保育士会研究大会」の参加者の中から，保育
経験年数の長い保育士を無作為に選び，インタビ
ューの目的を説明し，理解を得たうえでインタビ
ューを依頼した。またインタビュー内容を録音する
ことに了承を得て実施した。
インタビュー③
平成24年11月24日Ｋ県で開催された「子どもの絵
の研究会」の参加者の中から，保育士を無作為に選
び，インタビューの目的を説明し，理解を得たうえ
でインタビューを依頼した。またインタビュー内容
を録音することに了承を得て実施した。
2）インタビューの手順
・基本的属性調査をする。
年齢・勤務地・保育年数・保育士歴を聞く。
・インタビュー内容
1 感情労働という言葉を聞いたことがありま
すか？
2 感情労働の説明を聞いて，どう思いました
か？
3 保育は感情労働だということをどう思いま
すか？
4 インタビューの目的を聞いて，自分の保育
を振り返り，感情労働と思われる実践をお聞
かせください。
3）インタビュー調査結果
インタビュー①
Ｆ県の保育経験年数52年（保育士歴12年・園長歴
40年）Ａ氏
Ａ氏：保育を「感情労働」特に「労働」なんて言
ってほしくないわね。私は，長年保育士や
保育教諭に求められる感情労働の必要性と多様性について――保育士インタビュー及びアンケート調査を基に――
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ってたけど「労働」なんて思ったことなか
ったし，仕事は仕事なんだけど労働なんて
思ったことなかったのよ。
保育は，他の仕事と違って子どもの笑顔
に出会えるじゃない。子どもたちの笑顔
は，最高でしょ。子どもの笑顔を見たいか
ら保育をやってるみたいなもんじゃない。
「笑顔」という報酬をいただけるから，子
どもの笑顔と出会えるから保育は楽しいも
のなのよ。保育というのは，福祉の精神で，
子どもたちのためにやっているものだか
ら，「感情労働」なんてね。「労働」なんて
言われると，やっぱり，抵抗があるわね。
Ｍ県の保育経験年数30年（保育歴24年・園長歴6
年）のＢ氏
Ｂ氏：感情労働という言葉は聞いたことない。感
情労働と言われると，保育士は，どちらか
というと肉体労働とか思ってたんですけ
ど。体使ってやるのが，体力使いながらや
るのが保育士だと思ってたので，若い頃は
それが当たり前と思ってたので。でも，保
護者対応とか，子どもとの対応とか，職員
間のこととか考えると感情労働ともいえる
かな。
大人ばっかりの社会だとつらいことばっ
かり考えてしまったりするんだけど，保育
士って間に子どもが居るから，子どもが居
てくれるから，子どもたちから発せられた
言葉で癒されるってあるじゃないですか。
時間に追われ，あわただしい毎日，だから
こそ笑顔が大事と思う。
子どもの言葉で癒される自分に気づかさ
れる。子どもが，いつも保育の原点に戻し
てくれる。子どもたちが居るから，頑張り
すぎる自分に気づかせてくれる。
それがあるからこの仕事がやっていけ
る，やめられないのよね。
インタビュー③
Ｋ県の保育経験年数32年（保育歴32年，主任とな
って8年目）のＣ氏
Ｃ氏：子どもを叱る時ですね。いくら言っても聞
かないってことも，よくある話で，そんな
時は，自分の感情をコントロールして相手
にあたらなければならない時があります
ね。どちらかと言えば保育している時は，
常に感情をコントロールしている自分がい
ますね。
自分の中で，保育園で仕事をしている時
は100％感情をコントロールして冷静な自
分で居ようと決めています。感情コント
ロールしなくていい時っていうのは休憩の
時間は素に戻っていますね。お茶を飲みな
がら，その日の出来事やあったことを話し
ているときですかね。（中略）
後，主任として休憩なんかでも，若い職
員との会話がずれてるな，会話がかみ合わ
ないなって時があるんですよね。たとえ
ば，自分の中で常識だろうと思っても，常
識でなくなっている。そんな時，せっかく
の休憩だから職場の楽しい雰囲気をどのよ
うに作っていけばいいのか，休憩をどうい
うふうにするかなんですよね。会話の内容
とかも考えないと，会話をどんなきっかけ
にするか考えないと，職員間がうまくいか
ないというあたりで，感情労働が必要だと
思います。
保育は，常に，感情労働ですよね。ほん
と，そう思います。
4）インタビュー結果の考察
インタビュー結果①のＡ氏は，現在も園長として
保育を実践している。保育は福祉の精神で子どもた
ちには常に「奉仕の精神」を持って保育にあたるこ
とが当然との考えであり，保育を他の労働と同じと
考えて欲しくない，保育を労働なんて言ってほしく
ないという考えが存在している。このことは，福祉
の専門職，つまりは，保育の専門性の一つとして保
兼間和美
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育士としては当たり前の労働観であることを示して
いるのではないか。
また，インタビュー②Ｂ氏のように，日々の保育
の中で様々な経験を重ねることによって保育のスキ
ルとして自らの感情のコントロールの方法を身につ
け実践していることも事実である。Ｂ氏は，インタ
ビューを進めるうちに自分のこれまでの経験を整理
しながら自分では気づかなかった感情労働を実践し
ていることに気づいていく。感情労働という概念を
理解し，自分の保育での経験を改めて振り返るとそ
の必要性は必要否可決であることを納得しているよ
うに考えられる。
インタビュー③Ｃ氏は，保育をしている時は100％
感情労働を実践している自分がいること，自身の主
任という立場から休憩時間であっても職員に対して
感情コントロールを要求される自分が存在するこ
と。つまり，役職やキャリアから考えられる感情労
働の必要性と重要性が考えられる。
2 アンケート調査結果
1 アンケート実施方法と対象
2013年2月5日徳島県保育実践研究大会において
アンケートを実施。研究会は徳島県内の公立・私立
保育園から1～2名が参加するため，年齢がさまざ
まであること。講演内容が岩崎美智子氏（当時は東
京家政大学 家政学部 児童学科）による「保育の
仕事～ケアすることと感情労働～」という表題で
あったため「感情労働」という言葉の意味や内容が
多少なりとも理解してのアンケート内容となってい
る。今回は，講演を聴講した後，その会場にてアン
ケートを実施し回収した。
なお，研究会参加者は200名余りと聞いていたが，
アンケート回答者は196名であった。ただし，今回
は保育士と限定したためアンケート項目1－ウで①
保育士と回答した193名を対象とした。
さらに，2013年5月6日徳島県小松島市公立保育
所職員研修会においても，同様のアンケートを実施
46名中保育士37名のアンケート結果を加え，230名
の回答を得た。
2 質問項目
1 基本属性
ア 年齢 ①20歳代 ②30歳代 ③40歳代
④50歳代 ⑤60歳代以上
＊なお，アンケート結果においては，人数の少
なかった60歳代以上を50歳代とまとめ50歳代
以上とした
イ 性別 ①女性 ②男性
ウ 職種 ①保育士 ②看護師 ③給食関係者
④事務職 ⑤その他
エ 役職 ①保育士（保育実践者すべて）
②主任（副所長，課長補佐を含む）
③園（所）長（課長を含む）
④その他
オ 勤続年数 ①10年未満 ②10年以上
③20年以上 ④30年以上
⑤40年以上
2 あなたは次のことについてどのように思います
か。1・2・3・4・5・のいずれか1つを選ん
で○を付けてください。
1そう思う 2やや思う 3どちらともいえな
い 4あまり思わない 5思わない
①「感情労働」という言葉は，保育士にあてはま
らないと思いますか。
②「感情労働」という考え方は，保育士として身
につけておくべきだと思いますか。
③ 保育士という仕事は，自らの感情をコント
ロールできなければならないと思っています
か。
④ 保育士は，自らの感情のままに喜怒哀楽を表
現していいと思っていますか。
⑤ 保育士は「感情労働者」であると思いますか。
⑥ 保育士は，いつも明るく，元気で，笑顔で子
どもや保護者に関わることが求められていると
思いますか。
⑦ 保育士として「感情規則」を，常に心がけて
いたいと思っていますか。
⑧ 保育士として「感情規則」をあまり意識しな
くていいと思っていますか。
⑨ 保育士として出来ない時もあるが「感情規
保育教諭に求められる感情労働の必要性と多様性について――保育士インタビュー及びアンケート調査を基に――
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則」を常に心がけなければならないと思ってい
ますか。
⑩ 自分は，すでに「感情労働者」として実践し
ていると思いますか。
⑪ これからは「感情労働者」であることを意識
して，仕事をすべきだと思いますか。
⑫ あなたは保育士という仕事を続けたいと思っ
ていますか。
⑬ あなたは今の仕事を辞めたいと思っています
か。
⑭ あなたは今の仕事にストレスを感じていると
思っていますか。
⑮ あなたは今の仕事にストレスを感じていない
と思っていますか。
⑯ あなたの主なストレッサ―（ストレス要因）
は保育所（園）の子どもたちとの生活からくる
難しさだと思いますか。
⑰ あなたの主なストレッサ―は，保育内容の実
践の難しさだと思いますか。
⑱ あなたの主なストレッサ―は，保護者対応や
保護者の多様なニーズへの対応の難しさだと思
いますか。
⑲ あなたの主なストレッサ―は，職場の人間関
係だと思いますか。
⑳ あなたの主なストレッサ―は，労働条件だと
思いますか。
㉑ あなたの主なストレッサ―は，ご自身の家庭
や家族のことだと思いますか。
2 アンケート結果と考察
Ｑ－1 ア 年齢の内訳 Ｑ－1 イ 性別
Ｑ－1 ウ 職種 Ｑ－1 エ 役職
② 感情労働という考え方は，保育士として身につ
けておくべきだと思いますか。
兼間和美
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20歳代の保育士「そう思う」「やや思う」あわせて89％
30歳代の保育士「そう思う」「やや思う」あわせて91％
40歳代の保育士「そう思う」「やや思う」あわせて96％
50歳代以上の保育士「そう思う」「やや思う」あ
わせて94％
講演会で感情労働と言う言葉を初めて知った保育
士も多かったであろうにも関わらず，自身の日々の
保育業務と感情労働という概念がアンケートを進め
るうちに結びつき，感情労働を身につけておくべき
との考えに至ったのでないのか。
③ 保育士と言う仕事は，自らの感情をコントロー
ルできなければならないと思いますか。
20歳代の保育士「そう思う」「やや思う」あわせて92％
30歳代の保育士「そう思う」「やや思う」あわせて98％
40歳代の保育士「そう思う」「やや思う」あわせて100％
50歳代以上の保育士「そう思う」「やや思う」あ
わせて95％
どの年齢も必要と思っている保育士が多かった。
特に30歳代の保育士「そう思う」「やや思う」あわ
せて98％ 40歳代の保育士「そう思う」「やや思う」
あわせて100％という結果については感情コント
ロールつまり感情労働を意識しながら保育すること
が当然であり，保育という仕事は気づいていないが
感情労働をおこなっているという考えに至ったので
はないか。さらには，保育は感情労働＝感情コント
ロールが必要であり，保育の専門性の一つとして感
情労働を身につけておくべきという考えにもつなが
ると考えられる。
⑥ 保育士は，いつも明るく，元気で，笑顔で子ど
もや保護者に関わること（感情規則）が求められ
ていると思いますか。
保育教諭に求められる感情労働の必要性と多様性について――保育士インタビュー及びアンケート調査を基に――
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20歳代の保育士「そう思う」「やや思う」あわせて96％
30歳代の保育士「そう思う」「やや思う」あわせて98％
40歳代の保育士「そう思う」「やや思う」あわせて97％
50歳代以上の保育士「そう思う」「やや思う」あ
わせて95％
どの年齢も感情規則（いつも，明るく，元気で，
笑顔で子どもに関わる）の必要性を認めていること
が示されている。
結果から考えられることは，どの年齢の保育士も
社会的に求められる感情規則の内容については当た
り前の保育士像と捉え，保育士として常に心がけ，
対人援助職としての保育の仕事では必要不可欠な感
情労働の要因として認めていることが示されたので
はないか。これは，自分や家族にどんな辛いことや
困難が生じたとしても，職場に出勤すれば自分の辛
さや悲しさ家庭内のもめ事等ネガティブな感情は封
印し自身の感情をコントロールすることで子どもた
ちや職員，保護者に笑顔で接しなければならないと
いうことでもある。
次に，保育という仕事の中でのストレス要因につ
いて問⑯から㉑までのアンケート結果をまとめたの
が，図1－2である。図1－2をさらに分析したも
のを図1－3として示す。
≪年齢別のストレス要因≫
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図1－2
30歳代，40歳代，50歳代以上の保育士は，ストレ
ス要因の原因として「保護者対応や保護者のニーズ
の対応の困難」を上げている。最近では，長い保育
時間を希望する家族が増え，保護者の価値観の違
い，子育ての方法や考え方の違い，保育所の方針と
保護者との意見の違い等，窓口となる保育士の感情
コントロールの必要性は容易ではなくストレス要因
となるのも当然であると考えられる。また，自身の
保育計画をスムーズに進めるため円滑な職員間のコ
ミュニケーションのための感情コントロールもスト
レス要因としての比重は大きいと考えられる。な
お，20歳代の保育士のストレス要因については，保
育という仕事の困難性と業務内容の範囲が不明確で
限りがないことを経験しての結果と考えられる。
おわりに
諏訪（2011）が述べているように感情労働という
概念は，保育現場での浸透度が低いことは事実であ
る。しかし，インタビューやアンケートの結果を踏
まえて，保育者は意識していないが感情労働を実践
していることが証明されたと考える。平成27年度認
定こども園法の施行に伴い「保育教諭」という新た
な職名とともに，幼稚園教諭と保育士が同じ職場で
働くことが余儀なくされようとしている。職場環境
の違い，保育（教育）時間の違い，相対する子ども
の年齢の違い，保護者のニーズの多様性等，あらゆ
る困難が生じることは当然考えられる。それでも，
保育者は，いつも明るく，元気で，笑顔で子どもに
関わることが，感情規則あるいは保育の専門性とし
て社会から求められている。だからこそ，保育とい
う仕事は，感情労働であり，自身の感情をうまくコ
ントロールする方法としての感情労働を身につける
必要性があると考える。さらには，保育の専門性の
ひとつとして感情労働を身につけ，感情労働を意識
しながら保育業務にあたる必要性があることを，保
育者とりわけ保育教諭となる保育士や学生に示唆し
たい。そのことによって，感情労働という概念を理
解し，柔軟性のある感情労働をうまく利用し，周囲
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代以上
⑯子どもとの生活からくる難しさ 6％ 11％ 36％ 27％
⑰保育内容の実践の難しさ 53％ 63％ 70％ 59％
⑱保護者対応や保護者のニーズの対応の困難 61％ 82％ 90％ 84％
⑲職場の人間関係 74％ 73％ 60％ 76％
⑳労働条件 78％ 64％ 70％ 58％
㉑自身の家庭や家族のこと 11％ 25％ 25％ 22％
≪ストレス要因「そう思う」「やや思う」の分析結果と考察≫
図1－3
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の人とのコミュニケーションが円滑になれば保育者
自身の自己肯定感が増し，情緒の安定が図られ，結
果，保育の質も向上すると考えるからである。
今後は，感情労働という概念の存在を保育士養成
校の教員として授業や学生とのボランティア活動を
通して伝え，保育は感情労働であることを意識して
職務にあたることの必要性を学びとして提供し，保
育者の早期離職やバーンアウトの歯止めとなるよ
う，さらに研究を重ね教育実践に繋げていくことを
今後の課題としたい。
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抄 録
本研究は，研究者の長年の保育業務の経験から，保育という仕事は感情労働であると位置づけ，
社会的にネガティブ感情に捉えられやすい感情労働という概念をあえて意識して保育業務に当たる
ことを保育者，とりわけ認定こども園で働く保育教諭に向けて示唆する。
さらに，日々，多忙な保育業務の中での自身の感情コントロールの方法を自らで模索し，社会的
に保育教諭に求められる感情規則を習慣とし，職務遂行上，必要とされる感情労働という労働観を
保育の専門性の一つとして受け入れ，それによって自らの保育の質の向上にもつながるのではない
かという考えを保育教諭にむけて提言することを目的とする。
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